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コンテスト結果  

コラム番号 コラムタイトル
点数 順位 特別賞

まじょコメント

01 まちの明かりと星の明かり

8 pt 4 位 0 sp

　リズムがとてもいい。
　そのリズムとともに、対比的な景
色が、そして、それぞれの景色を支
える思いたちまでもふるふる立ち現
れてきて、ラスト、流れ星が夜空を
よぎってゆきそうな。
　とても完成度の高い「今年の表
紙」さんでした。
鹿児島の夜空、そうかあと作者さん
トークにナットク。

02 ぺろぺろ

10 pt 2 位 2 sp

　できごころ。
　なのに暴走して、こうなっちゃ
う。怒濤のトークで悲劇一直線。
　恐い恐い、今年の初夢でした。
　これだけ順位戦で注目の的になれ
ば、本望のシルバー・メダルでしょ
う。
特別賞：口紅賞 by 佐藤さん班（圧
倒的リアリティ）/　賞直に出るわ
けがない by さよならTeen班
イチオシフレーズ：「ぺろぺろ」
（俺ってキレると周りとか見えなく
なるタイプなんだよな。――by電
球）「ひぇ？」「ああ、怖い怖い怖
い怖い」

03 明けるとめでたいの？

1 pt 8 位 1 sp

　お正月の意外なほどのつまらな
さ。
　実感に即して語っていただきまし
た。親戚の会合のくだりなど、なか
なかにシニカルかつシャープな視点
が光ってます。
　ただし、メタボは連呼しすぎだっ
てば。
特別賞：やせたいだけじゃないんで
賞か？ by Mijin班（メタボ多用）

19 pt 1 位 1 sp



04 別れの言葉 　別れの言葉が「また明日」。哀切
ですね。
　「もしも鈴が話せたら」のくだり
で、しっかり彼女の声が聞こえてき
ます。
　さよなら、メタボ。ついにダイ
エットに成功！ の作者さんでし
た。
　2にダブルスコアの初春金メダ
ル、おめでとうっ!!
特別賞：TA賞 by 2009班（5と。素
晴らしい合わせ技）
イチオシフレーズ：「仕方がないな
あ、タカ君は」

05 ひとりぼっちの夜

1 pt 8 位 3 sp

　闇夜に漂う船が灯台の明かりを見
つけたような。
　外界とつながる唯一の窓明かり。
視覚的にともしていただいて、ラス
ト、ほっとなごめます。
　しんみりと心にしみて、最多特別
賞でした。
特別賞：どうせメルマガで賞 by 
USHI班（悲しいよね、メルマガだ
と尚更）/　私が行きま賞！ by 
200X年（遊びに行く！）/　TA賞 
by 2009班（４と。素晴らしい合わ
せ技）

06 使い道はあなたしだい

9 pt 3 位 0 sp

　のんきな博士さんと、はしっこい
助手さんの対比が絶妙で、なんだか
続き物にしてほしいラストの「相変
わらず」でした。
　そして、やったね！　鳥から羽ば
たいた専門店さん。ブロンズメダル
（2には1ポイントで負けたけど
ね！）＆今週のイチオシフレーズ大
賞です。
イチオシフレーズ：「後藤じゃな
い、佐藤だ。」「略してJAS」「菌
だ一」「今日も博士は相変わらずで
す。」

07 京都の明かりで

3 pt 6 位 2 sp



　変身が続きます。こちらは北海道
から京都へ。
　ほっこりまったり、さすがの方言
使いです。
　ただ「観覧車」の動きは見えたけ
ど「観覧者」＝語り手の位置が見え
にくい。京都弁ナレーションという
趣向だったでしょうか。
特別賞：和賞（昭和） by Shine班
（アベックの４文字で全体の空気を
作り出した神技）
/バカップルで賞 by　おとそinさか
づき班（とてもほほえましい）

08 むかしむかし、

3 pt 6 位 1 sp

　二人のお姫さま。メルヘンタッチ
のふんわりストーリー。魔女すら悪
いヤツじゃない。
　でも、これから先、ずうーっとお
姫さまではいられないわけで、その
あたりどうなるのかなあ、とちょっ
と意地悪な魔女的読みを入れてみた
り。
特別賞：Newタイプ魔☆女賞 by 
SORCERER班
イチオシフレーズ：「ああ、おばさ
ん」

09 憧憬

1 pt 8 位 0 sp

　気持ちをすなおに語っている感な
のですけれど、意外に解釈がむずか
しい。
　ふるさとを懐かしみつつ、そこを
超えてゆきたいという衝動が「大嫌
い」なのでしょうか。そうすると、
「君が好きなのと同じ理由」は？　
作者さあん、解説を宜しくっ。

10 (皆既日食）

4 pt 5 位 1 sp

　文字遊び。詩的で洒脱な言い回し
も効いてましたし、しっかり今年ネ
タも入ってインパクト大。
　さらに視覚的に見せても良かった
か。
特別賞：作者は気づいていたで賞
か？ by 小さなVAIO班（遠近法に気
づいていたかどうか）
イチオシフレーズ：「二十年振りの
反抗」


